
令和２年１１月３０日（月）～令和２年１２月６日（日）〔令和２年第４９週〕の感染症発生状況 

第４９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．７８人と前週（１．３８人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．７０人と前週（０．７８人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．３０人と前週（０．４１人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。

 川崎市における令和２年第４９週（１１月３０日～１２月６日）の新型コ

ロナウイルス感染症の報告数は前週からやや減少し、２２３件となりました

が、３週連続で２００件を超えています。クルーズ船関連を除く市内の報告

数３，０４９件のうち、５５．４％が男性で、特に２０歳代から７０歳代で

は男性に多い傾向がみられました。中でも、２０歳代は男女共に報告数が多

く、男性は４１５件、女性は３７８件にも上りました。これらの世代が職場

や会食の場などで感染し、家庭に持ち込むことも多いようです。 

大人数での会食や飲酒を伴う集まりなどは控え、大切な家族への感染を防

ぎましょう。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

   

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第４９週報告数第２位

第４９週報告数第１位
家庭への持ち込みを防ぎましょう！～新型コロナウイルス感染症～ 
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川崎市における新型コロナウイルス感染症の 
年齢階級別男女別報告数（令和２年） 

 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の
診断週別発生状況（令和２年） 

男性

１，６９０件
（５５．４％）

女性 

１，３５９件 
（４４．６％） 


